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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成23年3月10日(2011.3.10)

【公開番号】特開2008-229613(P2008-229613A)
【公開日】平成20年10月2日(2008.10.2)
【年通号数】公開・登録公報2008-039
【出願番号】特願2008-17273(P2008-17273)
【国際特許分類】
   Ｃ０２Ｆ   3/12     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   1/44     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  21/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０２Ｆ   3/12    　　　Ｓ
   Ｃ０２Ｆ   3/12    　　　Ｄ
   Ｃ０２Ｆ   1/44    　　　Ｆ
   Ｂ０１Ｄ  21/01    １０５　

【手続補正書】
【提出日】平成23年1月25日(2011.1.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　膜分離活性汚泥法による廃水処理方法において、膜がアニオン性樹脂を含み、活性汚泥
にカチオン性高分子凝集剤を添加することを特徴とする廃水処理方法。
【請求項２】
　アニオン性樹脂が、エチレン不飽和カルボン酸樹脂、エチレン不飽和スルホン酸樹脂お
よびエチレン不飽和ホスホン酸樹脂からなる群から選ばれる１以上の樹脂である、請求項
１に記載の廃水処理方法。
【請求項３】
　膜が、ポリフッ化ビニリデンホモポリマー、および、メタクリル酸メチルとメタクリル
酸の共重合体からなることを特徴とする、請求項１に記載の廃水処理方法。
【請求項４】
　カチオン性高分子凝集剤が、（メタ）アクリル酸エステル系高分子凝集剤である、請求
項１～３のいずれかに記載の廃水処理方法。
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